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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第62期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第63期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第62期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日

自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

自 平成20年４月１日
至 平成21年３月31日

売上高 (千円) 6,802,434 6,809,367 26,567,737

経常利益 (千円) 232,341 483,595 759,554

四半期(当期)純利益 (千円) 133,443 295,117 447,886

純資産額 (千円) 25,883,75826,079,77725,989,161

総資産額 (千円) 31,440,84831,010,30130,961,954

１株当たり純資産額 (円) 1,551.13 1,563.86 1,558.30

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 8.00 17.70 26.85

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 82.3 84.1 83.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 674,992 1,209,875 906,306

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △374,572 △782,627 △2,624,328

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △234,069 △234,925 △407,429

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 9,427,098 7,427,618 7,235,296

従業員数 (名) 501 513 499

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３　「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益」については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

　　　４　従業員数は、就業人数を記載しております。
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２ 【事業の内容】

（1）事業内容の重要な変更

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

（2）主要な関係会社の異動

当第１四半期連結会計期間において、主要な関係会社の異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 513　（272）

(注) 従業員数は就業人数であります。臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人数を外数で記載し

ております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 438　（163）

(注) 従業員数は就業人数であります。臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人数を外数で記載してお

ります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を製品の分類別ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品分類 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

業務用製品 3,916,243 92.2

家庭用製品 1,005,009 103.7

合計 4,921,252 94.3

(注)　１　金額は製造原価によっております。

　　　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 受注実績

当社グループは受注生産を行っておりません。

　

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を製品の分類別ごとに示すと、次のとおりであります。
　

製品分類 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

業務用製品 5,506,746 99.3

家庭用製品 1,302,621 103.7

合計 6,809,367 100.1

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりです。

　

相手先

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

三菱商事㈱ 3,830,856 56.3 3,839,648 56.4

山﨑製パン㈱ 1,898,430 27.9 1,902,882 27.9

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までに事業等のリスクに変化はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当社グループの当第１四半期連結会計期間の売上高については、業務用製品が減収、家庭用製品が増収

となり、68億９百万円と前期比100.1％、６百万円の増収となりました。利益面につきましては、前期に設

備投資した石岡第一工場の減価償却費の発生などがありましたが原価低減と経費節減により、営業利益

は４億５千６百万円と前期比199.3％、２億２千７百万円の増益となりました。経常利益は４億８千３百

万円と前期比208.1％、２億５千１百万円の増益となりました。四半期純利益は２億９千５百万円と前期

比221.2％、１億６千１百万円の増益となりました。

　

（2）財政状態の分析

当社グループの当第１四半期連結会計期間末の財政状態の状況は、総資産310億１千万円と前連結会計

年度末に比べ４千８百万円の増加となりました。純資産260億７千９百万円と前連結会計年度末に比べ９

千万円の増加となりました。自己資本比率84.1％と前連結会計年度末と比べ0.2ポイント増加となりまし

た。

　

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は163億３千６百万円で、前連結会計年度末に比

べ２億８千７百万円増加しております。現金及び預金が２億８千９百万円、売上債権の増加により受取手

形及び売掛金が２億７百万円増加し、原材料及び貯蔵品が２億７千１百万円減少したことが主な要因で

す。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は146億７千４百万円で、前連結会計年度末に比

べ２億３千９百万円減少しております。減価償却費を３億４千４百万円計上したことが主な要因です。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は34億７千８百万円で、前連結会計年度末に比

べ６千７百万円減少しております。未払法人税等１億６千５百万円、賞与引当金が１億８千６百万円増加

し、未払金の支払いによりその他が３億８千７百万円減少したことが主な要因です。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は14億５千１百万円で、前連結会計年度末に比

べ２千５百万円増加しております。退職給付引当金が２千２百万円増加したことが主な要因です。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は260億７千９百万円で、前連結会計年度末に比べ

９千万円増加しております。利益剰余金が当第１四半期純利益により２億９千５百万円増加し、配当金の

計上により２億３千３百万円減少したことと、その他有価証券評価差額金が２千９百万円増加したこと

が主な要因です。
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（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動で得られた12億９百万円、投資

活動で支出した資金７億８千２百万円、財務活動で支出した資金２億３千４百万円により、前連結会計年

度末に比べ１億９千２百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末残高は74億２千７百万円となりまし

た。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は12億９百万円（前年同四半期６億７千４百万円の収入）で、主な増

加内訳は税金等調整前四半期純利益４億８千２百万円と減価償却費３億４千４百万円、減少内訳は売

上債権の増加額２億７百万円及び法人税等の支払額１億５千５百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動で支出した資金は７億８千２百万円（前年同四半期３億７千４百万円の支出）で、主なも

のは有形固定資産の取得による支出７億８百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動で支出した資金は２億３千４百万円（前年同四半期２億３千４百万円の支出）で、主なも

のは配当金の支払額２億３千３百万円であります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

　

買収防衛に関する事項

当社は、平成20年６月26日開催の第61回定時株主総会の決議により「当社株券等の大規模買付行為

に関する対応策（買収防衛策）」を導入しております。当社買収防衛策の概要は、当社株券等を20％以

上取得しようとする「大規模買付者」が遵守すべきルールを予め設定しておき、ルールを遵守しない

場合や、ルールを遵守した場合でも、当社の企業価値や株主共同の利益を著しく毀損する場合には、社

外の有識者で構成する独立委員会が検討・判断して対抗措置の発動を取締役会に勧告し、取締役会は

その勧告を最大限尊重して対抗措置の発動・不発動について決議するというものです。

　当社の買収防衛策については、企業価値や株主共同の利益の観点から適切な判断を行うために、必要

かつ十分な時間と情報を確保することなどが目的です。なお、現在導入している買収防衛策の有効期間

は、平成22年６月開催予定の定時株主総会終結の時までです。

　

（5）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億２千７百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,532,85618,532,856
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 18,532,85618,532,856― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 18,532,856 ― 2,270,634 ― 2,381,423

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式

1,854,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

16,538,000 16,538 ―

単元未満株式
普通株式

140,856 ― ―

発行済株式総数 18,532,856― ―

総株主の議決権 ― 16,538 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式983株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ソントン食品工業株式会社

東京都文京区千石
４―39―17

1,854,000― 1,854,00010.00

計 ― 1,854,000― 1,854,00010.00

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月

最高(円) 580 603 654

最低(円) 547 579 579

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、 「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期連

結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及

び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財

務諸表規則に基づいて作成しております。

　

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１

日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、また、当第１四半期連結会計期間（平

成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けて

おります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,110,002 1,820,494

受取手形及び売掛金 5,909,912 5,702,002

有価証券 5,817,616 5,914,802

製品 862,471 773,041

仕掛品 70,752 83,828

原材料及び貯蔵品 1,333,658 1,605,028

繰延税金資産 249,028 160,273

その他 5,738 11,973

貸倒引当金 △23,000 △23,000

流動資産合計 16,336,181 16,048,445

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 4,243,642

※
 4,304,390

機械装置及び運搬具（純額） ※
 3,734,887

※
 3,942,303

土地 2,673,140 2,673,140

建設仮勘定 23,656 56,807

その他（純額） ※
 150,723

※
 103,833

有形固定資産合計 10,826,049 11,080,474

無形固定資産 122,978 123,795

投資その他の資産

投資有価証券 873,775 823,217

繰延税金資産 385,087 357,208

その他 2,466,228 2,528,813

投資その他の資産合計 3,725,091 3,709,238

固定資産合計 14,674,119 14,913,508

資産合計 31,010,301 30,961,954
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,417,782 1,449,782

未払法人税等 319,369 154,331

賞与引当金 464,800 278,035

その他 1,276,912 1,664,713

流動負債合計 3,478,864 3,546,861

固定負債

退職給付引当金 1,183,249 1,160,500

役員退職慰労引当金 191,663 186,593

繰延税金負債 38,064 40,117

その他 38,682 38,720

固定負債合計 1,451,659 1,425,931

負債合計 4,930,523 4,972,792

純資産の部

株主資本

資本金 2,270,634 2,270,634

資本剰余金 2,381,423 2,381,423

利益剰余金 22,941,949 22,880,322

自己株式 △1,572,583 △1,571,837

株主資本合計 26,021,424 25,960,543

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 58,352 28,618

評価・換算差額等合計 58,352 28,618

純資産合計 26,079,777 25,989,161

負債純資産合計 31,010,301 30,961,954
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

売上高 6,802,434 6,809,367

売上原価 5,253,756 4,991,273

売上総利益 1,548,678 1,818,094

販売費及び一般管理費 ※1
 1,319,459

※1
 1,361,168

営業利益 229,219 456,926

営業外収益

受取利息 9,816 3,927

受取配当金 12,164 12,459

不動産賃貸料 2,969 2,969

仕入割引 7,844 9,369

その他 12,756 8,760

営業外収益合計 45,551 37,486

営業外費用

たな卸資産廃棄損 30,765 －

不動産賃貸原価 － 4,187

その他 11,663 6,629

営業外費用合計 42,428 10,816

経常利益 232,341 483,595

特別損失

固定資産除却損 ※2
 611

※2
 807

特別損失合計 611 807

税金等調整前四半期純利益 231,730 482,788

法人税、住民税及び事業税 180,205 326,766

法人税等調整額 △81,918 △139,094

法人税等合計 98,286 187,671

四半期純利益 133,443 295,117
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 231,730 482,788

減価償却費 332,045 344,171

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,000 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,051 22,749

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △59 5,070

前払年金費用の増減額（△は増加） 4,063 66,740

賞与引当金の増減額（△は減少） 166,114 186,765

受取利息及び受取配当金 △21,981 △16,386

売上債権の増減額（△は増加） △144,706 △207,909

たな卸資産の増減額（△は増加） △98,747 195,015

仕入債務の増減額（△は減少） 94,803 △31,999

その他 273,321 301,737

小計 849,635 1,348,743

利息及び配当金の受取額 26,503 16,213

法人税等の支払額 △201,147 △155,081

営業活動によるキャッシュ・フロー 674,992 1,209,875

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △369,544 △708,634

無形固定資産の取得による支出 － △64,539

保険積立金の積立による支出 △7,005 △7,000

その他 1,977 △2,453

投資活動によるキャッシュ・フロー △374,572 △782,627

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △233,625 △233,490

自己株式の取得による支出 △443 △745

リース債務の返済による支出 － △689

財務活動によるキャッシュ・フロー △234,069 △234,925

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66,350 192,322

現金及び現金同等物の期首残高 9,360,748 7,235,296

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 9,427,098

※
 7,427,618
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

１　会計方針の変更

（1）たな卸資産廃棄損の計上基準

当社及び連結子会社は、従来、たな卸資産廃棄損を営業外費用にて計上しておりましたが、製品のライフサイ

クルが短期化し、需要予測に基づく生産によって発生する廃棄が増加傾向にあり、今後も経常的に発生する見込

みであることから、当該要因によるたな卸資産の廃棄損については、原価性があるものと認識し、当第１四半期

連結会計期間から、売上原価に含めて処理する方法に変更しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の売上総利益及び営業利益は36,620千円減少しますが、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

前第１四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めておりました「不動産賃貸原価」は、営

業外費用総額の100分の20を超えたため、当第１四半期連結累計期間より区分掲記することとしております。な

お、前第１四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「不動産賃貸原価」は4,238千円でありま

す。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

(自  平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

１.　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　

２.　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法に

よっております。

３.　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の実績予想やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　該当事項はありません。

　

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結会計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　該当事項はありません。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
（平成21年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

12,208,124千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

11,900,499千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)
当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額
は次のとおりであります。

運賃
給与手当等
退職給付費用
賞与引当金繰入額
役員退職慰労引当金繰入額

404,810千円
338,247千円
63,883千円
81,369千円
5,271千円

　　　運賃
　　　給与手当等
　　　退職給付費用
　　　賞与引当金繰入額
　　　役員退職慰労引当金繰入額

415,862千円
346,630千円
90,048千円
81,926千円
5,070千円

※２　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。　 ※２　固定資産除却損の内容は次のとおりであります。　

建物及び構築物　
機械装置及び運搬具
その他

144千円
439千円
26千円

　　　機械装置及び運搬具
　　　その他 799千円

7千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期連結累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)
当第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平成

20年６月30日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平成

21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 1,832,210千円現金及び預金勘定 2,110,002千円

有価証券勘定 7,594,888千円有価証券勘定 5,817,616千円

預入期間３ヶ月を超える
定期預金等

―千円
預入期間３ヶ月を超える
定期預金等

△500,000千円

現金及び現金同等物 9,427,098千円現金及び現金同等物 7,427,618千円
　 　 　 　

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

１.　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(千株) 18,532

　

　

２.　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期連結会計期間末

普通株式(千株) 1,856

　

　

３.　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
４.　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 233,490 14平成21年３月31日 平成21年６月29日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５.　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(リース取引関係)

リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

て、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理しておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース

取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）及び当第１四半期連結

累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）については、当社及び連結子会社は単一の産

業区分に属する事業を行っており、事業の種類別セグメントを有しておりません。

　
　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）及び当第１四半期連結

累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）については、当社は本邦以外の国又は地域に

所在する支店及び連結子会社がないため該当事項はありません。

　
　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）及び当第１四半期連結

累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）については、当社及び連結子会社は海外売上

高がないため該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

ソントン食品工業株式会社(E00459)

四半期報告書

18/22



(１株当たり情報)

１.　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１株当たり純資産額　　　　 　　1,563.86円 １株当たり純資産額 　　　　　　1,558.30円

　

２.　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 8.00円 １株当たり四半期純利益　　　17.70円

なお、「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

なお、「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

　

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 133,443 295,117

普通株式に係る四半期純利益(千円) 133,443 295,117

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 16,687,265 16,677,408

　

　

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

ソントン食品工業株式会社(E00459)

四半期報告書

19/22



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成20年８月13日

ソントン食品工業株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡　　邉　　宣　　昭　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　平　　郡　　　　　真　　㊞

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソン

トン食品工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計

期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソントン食品工業株式会社及び連結子会社の

平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成21年８月13日

ソントン食品工業株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　渡　　邉　　宣　　昭　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　平　　郡　　　　　真　　㊞

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているソン

トン食品工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計

期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の

作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ソントン食品工業株式会社及び連結子会社の

平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社はたな卸

資産廃棄損について、従来営業外費用として計上していたが、当第１四半期連結会計期間から売上原価に計上

する方法に変更した。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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